
第54回南日本ゴルフ選手権大会 

 

開 催 日：予 選 2024 年 10 月 22 日㈫ 23 日㈬ 2 日間 36 ホールズストロークプレー 

      決 勝 2024 年 10 月 25 日㈮     36 ホールズストロークプレー 

開催コース：溝辺カントリークラブ 

主   催：南日本新聞社 

 

競 技 の 条 件 

 

１．ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会ゴルフ規則とこの競技のローカルルールを適用する。 

２．使用球の規格 

公認球リストはローカルルールひな型Ｇ-３を適用する。（違反者は競技失格） 

３．使用クラブの規格 

適合ドライバーヘッドリストはローカルルールひな型Ｇ-１、溝とパンチマークの仕様は 

ローカルルールひな型Ｇ-２、パターを除くクラブの最大長を 46インチに制限するローカ 

ルルールひな型Ｇ-10 を適用する。（違反者は競技失格） 

４．競技終了時点 

本競技は、競技委員会の作成した順位表が掲示された時点をもって終了したものとみなす。 

５．ホールとホールの間での練習禁止 

ゴルフ規則５．５ｂを適用する。但し、９ホール終了後、パッティンググリーンとアプロ 

ーチの指定練習場での練習は認める。 

６．プレーの中断と再開 

(1) プレーの中断(落雷などの危険を伴わない気象状況)については、ゴルフ規則５．７に 

従って処置すること。 

(2) 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーは中断となった場合、同じ組 

の競技者全員がホールとホールの間にいたときは、各競技者は委員会よりプレー再開の 

指示が出るまでプレーを再開してはならない。１ホールのプレーの途中であったときは、 

各競技者はすぐにプレーを中断しなければならず、そのあと、委員会よりプレー再開の 

指示が出るまでプレーを再開してはならない。競技者がすぐにプレーを中断しなかった 

ときは、罰を免除する正当な事情がなければ、その競技者は競技失格とする。 

この条件の違反の罰は競技失格（ゴルフ規則５．７ｂ） 

(3) プレーの中断と再開の合図について 

通常のプレーの中断：短いサイレンを繰り返して通報する。または、サイレンを使用せ 

ず本部より競技委員を通じて競技者に連絡する。 

険悪な気象状況による即時中断：１回の長いサイレンを鳴らして通報する。 

プレーの再開：２回の長いサイレンを鳴らして通報する。 

※カートナビでも通知する。 

７．移 動 

乗用カートの使用を認める。 

８．距離測定器 

ゴルフ規則４．３ａを適用する。 

９．スコアカードの提出は、スコアリングエリア方式を採用する。 



 

ローカルルール 

 

１．アウトオブバウンズの境界は白杭をもって表示する。 

２．修理地は、青杭を立て白線をもってその限界を表示する。 

３．レッドペナルティーエリアは、赤線または赤杭をもってその限界を表示する。 

４．排水溝及びヤード表示杭は、動かせない障害物とする。 

５．人工の表面を持つ道路及びそれに接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

６．電磁誘導カート用の２本の人工の表面を持つ軌道は、全幅をもってカート道路とみなす。 

球がこのカート道路の上にある場合、競技者はゴルフ規則１６．１ａの救済を受けなけれ 

ばならない。 

このローカルルールの違反の罰は２打 

７．７番ホール及び 16番ホールにおいて、第１打目がレッドペナルティーエリアに入った場 

合、競技者はゴルフ規則１７．１ｄの救済を受けるか、または１打罰のもとに指定ドロッ 

プゾーンからプレーすることができる。 

 

 

 

注意事項 

 

１．競技の条件やローカルルールに追加、変更があるときは、スターティングホールのティー 

イングエリア付近に掲示して告知する。 

２．グリーン保護のため、メタルスパイクシューズ及びタウン用シューズの使用を禁止する。 

必ずコース専用のシューズに履き替えること。 

３．練習は指定練習場にて行い、打放し練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前 

の練習は１人 25 球を限度とする。 

４．プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。なお、プレ 

ーの進行を不当に遅らせた場合はペナルティを課す。 

５．９ホール終了後、プレーを遅らせなければクラブハウスに立ち入ることができる。 

６．スタートの呼出は一切行わないので、各自スタート時間５分前までにはスターティングホ 

ールに待機すること。 

７．競技前日の練習は、アウト、インとも最終スタートを 14時で打ち切る。パッティング練習 

は、競技前日（大会期間を含む）17 時までとする。 

８．スマートフォンや携帯電話は距離測定のみ使用可とする。その場合はマナーモードや機内 

モードに設定すること。通話は禁止とする。 

９．飲酒運転防止のため運転者のアルコール類の摂取を禁止する。 

10．プレーする服装は、マナーに留意し、必ず帽子を着用すること。 

11．ギャラリーについては、クラブハウス周辺のみ立ち入りを認める。 

 

競技委員長 古市俊雄 


